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今
月
の
納
税
・
納
付

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
６
期

分
●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
︱

第
５
期
分

納
期
限
は
11
月
25
日
（
水
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
１
通
に
つ
き

１
０
０
円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

▽
税
＝
役
場

税
務
住
民
課
収
納
係
▽
保

険
料
＝
役
場
保
険
健
康
課

公
費
医
療
係
ま
で

納
税
・
納
付
は

確
実
な
口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る
町
税
や
保

険
料
は
、
口
座
振
替
に
す
る

と
金
融
機
関
へ
行
く
手
間
が

い
ら
ず
、
納
め
忘
れ
も
な
く

て
安
心
で
す
。
毎
月
15
日
ま

で
に
手
続
き
を
す
れ
ば
翌
月

の
納
付
期
限
か
ら
口
座
振
替

が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
依

頼
書
は
町
内
の
金
融
機
関
や

役
場
税
務
住
民
課
・
保
険
健

康
課
に
あ
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
届
出
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農
業

協
同
組
合
、
福
岡
ひ
び
き
信

用
金
庫
、
福
岡
銀
行
、
西
日

本
シ
テ
ィ
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金
融

機
関
が
休
み
の
場
合
は
次

の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務
住

民
課
収
納
係
・
保
険
健
康

課
公
費
医
療
係
ま
で

個
人
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

個
人
事
業
税
第
２
期
分
の

納
期
限
は
11
月
30
日
（
月
）

で
す
。
個
人
事
業
税
の
納
税

は
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
地
方
創
生
、
皆
さ
ん
の
安

全
・
安
心
の
向
上
を
図
る
た

め
、
重
要
な
も
の
で
す
。
忘

れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

口
座
振

替
の
利
用
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
飯
塚
・
直
方

県
税
事
務
所
事
業
税
係

☎
（
０
９
４
８
）
２
１
局

４
９
０
３
番
ま
で

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
２
年
分
の
年
末
調
整

説
明
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
た
め
中
止
し
ま
す
。
ご
理

解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
年
末
調
整
に
つ
い
て
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御

覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
税

務
署
法
人
課
税
部
門

☎
（
０
９
４
９
）
２
２
局

０
８
８
０
番
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

11
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
で
の
相
談　

▽
と
き

＝
11
月
６
日
（
金
）
午
後

１
時
か
ら
２
時
ま
で
（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
11
月
12
日
（
木
）

午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

11
月
25
日
（
水
）
午
後
１

時
か
ら
２
時
ま
で
（
小
倉

補
聴
器
）

役
場
で
の
相
談
は
、受
付
順

の
番
号
札
を
配
布
し
ま
す
。

●
く
ら
て
病
院
で
の
相
談
　

▽
と
き
＝
11
月
５
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
４
時
30
分

ま
で
（
九
州
リ
オ
ン
）
▽

と
き
＝
11
月
24
日
（
火
）

午
後
２
時
か
ら
４
時
30
分

ま
で
（
九
州
補
聴
器
セ
ン

タ
ー
）
▽
と
き
＝
11
月
26

日
（
木
）
午
後
２
時
か
ら

５
時
ま
で
（
あ
そ
う
補
聴

器
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
係
ま
た
は
く

ら
て
病
院
ま
で

社
会
福
祉
協
議
会
の

無
料
法
律
相
談

野
中
・
西
村
法
律
事
務
所

の
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
受
付

は
７
人
ま
で
で
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、

来
場
す
る
場
合
は
、
マ
ス

ク
着
用
等
の
感
染
予
防
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
と
き　

11
月
10
日
（
火
）
▽

受
付
（
順
番
の
抽
選
）
＝
午

後
０
時
45
分
か
ら
▽
相
談
＝

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
協

議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
人

権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委

員
の
皆
さ
ん
が
、
あ
な
た
の

悩
み
に
お
答
え
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、

来
場
す
る
場
合
は
、
マ
ス

ク
着
用
等
の
感
染
予
防
を

お
願
い
し
ま
す
。

税
等

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ 3 ４ ５ 6 7
８ 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

Calendar
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く
ら
しの
情
報

相
談

●鞍手町役場…42局2111番
　　　（FAX…42局5693番）

●中央公民館…42局7200番
●教育課…42局7200番

●歴史民俗博物館…42局3200番
●くらじの郷…42局8811番

●社会福祉協議会…42局7800番
●地域包括支援センター…43局3019番

●上下水道課…42局0408番
●中央浄水場…42局0417番
●くらて病院…42局1231番

●鞍寿の里…42局1233番
●鞍手駅…42局0980番

●火災の発生状況…32局3211番

☎ 問い合わせ先 ☎
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くらしの情報

●
と
き　

11
月
25
日
（
水
）
▽

受
付
＝
午
後
０
時
45
分
か

ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時
か

ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
協

議
会
ま
で

く
ら
じ
の
郷

ふ
れ
あ
い
棟
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
勤
労
者
ふ

れ
あ
い
棟
（
体
育
館
）
の
11

月
の
休
館
日
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

●
休
館
日　

２
日
（
月
）、
９

日
（
月
）、
15
日
（
日
）、

16
日（
月
）、23
日（
月
・
祝
）、

30
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

木
造
戸
建
て
住
宅
の

耐
震
化
を
支
援
し
ま
す

地
震
に
よ
る
木
造
戸
建
て

住
宅
の
倒
壊
を
防
ぐ
た
め
、

県
で
は
次
の
と
お
り
、
令
和

２
年
度
に
行
う
耐
震
改
修
工

事
ま
た
は
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

等
の
設
置
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
交
付
要
件　

鞍
手
町
内
で

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
建
築
ま
た
は
着
工
さ
れ

た
２
階
建
て
以
下
の
一
戸

建
て
の
住
宅
。
耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
等
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
高
齢
者
等
が
居
住

し
て
い
る
こ
と

※
要
件
は
こ
の
ほ
か
に
も
あ

り
ま
す
。

●
補
助
金
額　

▽
耐
震
改
修

工
事
＝
工
事
に
要
す
る
費

用
の
25
パ
ー
セ
ン
ト
（
上

限
30
万
円
）
▽
耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
等
設
置
＝
設
置
に

要
す
る
費
用
の
23
パ
ー
セ

ン
ト
（
上
限
15
万
円
）

●
申
込
受
付　

５
月
１
日

（
金
）
か
ら
随
時
（
申
請
が

県
の
予
算
の
額
に
達
し
次

第
受
付
を
終
了
）。
受
付
時

間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で
（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

役
場
建
設
課
建
築
係
ま
で

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

撤
去
費
用
を
補
助
し
ま
す

倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
を
行
う

人
に
対
し
、
撤
去
に
か
か
る
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
（
申

請
が
予
算
の
額
に
達
し
次
第

受
付
を
終
了
し
ま
す
）。

●
対
象
要
件　

町
内
の
道
路

に
面
す
る
高
さ
が
１
メ
ー

ト
ル
以
上
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

を
撤
去
す
る
工
事

※
要
件
は
こ
の
ほ
か
に
も
あ

り
ま
す
。

●
補
助
金
額　

１
敷
地
あ
た
り

補
助
対
象
工
事
に
要
す
る
経

費
の
２
分
の
１
ま
た
は
10
万

９
千
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
建
設

課
建
築
係
ま
で

犯
罪
被
害
者
相
談
電
話

『
心
の
リ
リ
ー
フ・ラ
イ
ン
」

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日

ま
で
は
犯
罪
被
害
者
週
間
で

す
。
福
岡
県
警
察
で
は
、
犯

罪
の
被
害
に
あ
っ
た
人
の
心

の
ケ
ア
を
行
う
専
用
の
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

電
話
に
は
臨
床
心
理
士
が

応
対
し
ま
す
。

●
受
付
時
間　

平
日
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
45
分
ま
で

●
相
談
電
話
番
号
（
０
９
２
）

６
３
２
局
７
８
３
０
番

※
性
犯
罪
被
害
相
談
電
話

「
＃
８
１
０
３
」
も
24
時
間

体
制
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
警
察

署
☎
（
０
９
４
９
）
２
２

局
０
１
１
０
番
ま
で

体
育
協
会
事
業
の

中
止
に
つ
い
て

11
月
か
ら
12
月
に
開
催
を

予
定
し
て
い
た
第
19
回
鞍
手
町

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、

第
37
回
鞍
手
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
、
第
37
回
鞍
手
町
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
卓
球
大
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

防
止
の
た
め
中
止
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生

涯
学
習
係
ま
で

お
知
ら
せ

鞍手町中小企業等家賃支援金

● 給付額　最大７万５千円
● 申請期限　令和２年８月17日（月）から受

付中
※事前に国の家賃支援給付金を受

ける必要があります
● 申請方法　郵送

新型コロナウイルス感染症の影響により、売上の
急減に直面し、国の家賃支援給付金の給付を受けた
事業者に対して給付します。

鞍手町中小企業等事業継続支援金

● 給付額　最大 30 万円
● 申請期限　令和３年１月 15 日（金）まで
（当日消印有効）

※９月 30 日までに融資制度の申請
を終えている必要があります。

● 申請方法　郵送
新型コロナウイルス感染症の影響を受け、事業活

動の継続などを目的に町が指定する融資制度を活用
した事業者に対して給付します。

鞍手町中小企業等環境改善支援金

● 給付額　一律 10 万円
● 申請期限　令和３年１月 15 日（金）まで
（当日消印有効）

● 申請方法　郵送
新型コロナウイルス感染症の影響を受け

ながらも、地域経済の景気回復に鋭意努力
を重ねている中小企業に対し、感染防止の環境整備
などに広く使える支援金を売上の減少に関わらず一
律で給付します。

中小法人、農業法人、その他法人、
個人事業者（フリーランス、
農業者含む）の皆さん
～各種支援金の申請はお済みですか？～

問い合わせ

不明な点がある場合は、役場地域振興課または鞍手
町商工会☎（０９４９）４２局０３５７番まで問い合
わせください。各支援金の詳細については、各QRコー
ドより町ホームページを確認してください。
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農
地
の
出
し
手
、

受
け
手
を
募
集
し
ま
す

農
地
中
間
管
理
機
構
を
通

じ
て
、
農
地
の
貸
借
を
行
い

ま
せ
ん
か
。
農
地
中
間
管
理

機
構
は
、
農
地
を
貸
し
た
い

出
し
手
か
ら
、
規
模
拡
大
な

ど
を
行
い
た
い
受
け
手
（
担

い
手
）
へ
の
農
地
の
集
積
・

集
約
化
を
進
め
る
た
め
、
農

地
の
中
間
的
受
け
皿
と
な
る

組
織
で
す
。
ま
た
、
公
的
機

関
の
た
め
、
農
地
の
出
し
手

は
確
実
に
賃
料
が
振
り
込
ま

れ
て
安
心
で
す
。
申
込
方
法

な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
水

田
農
業
振
興
課
☎（
０
９
２
）

６
４
３
局
３
４
７
４
番
ま

た
は
役
場
農
政
環
境
課
農

業
振
興
係
ま
で

ル
ー
ル
を
守
ろ
う
�

野
焼
き
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

「
野
焼
き
」
と
は
、
家
庭
ご

み
や
せ
ん
定
し
た
枝
な
ど
を

屋
外
で
焼
却
す
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
積
み
上
げ

て
燃
や
し
た
り
、
穴
を
掘
っ
て

燃
や
し
た
り
す
る
ほ
か
、
ド
ラ

ム
缶
な
ど
の
簡
易
な
構
造
の

焼
却
炉
を
使
用
し
て
燃
や
す

こ
と
も
野
焼
き
と
同
じ
扱
い

に
な
り
ま
す
。
野
焼
き
は
、「
廃

棄
物
の
不
適
正
な
処
理
の
防

止
」「
周
辺
地
域
の
生
活
環
境

に
与
え
る
影
響
」
か
ら
原
則

禁
止
さ
れ
、
罰
則
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。
近
隣
に
住
む

人
へ
迷
惑
を
か
け
な
い
た
め
に

も
野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
農
政
環

境
課
生
活
環
境
係
ま
で

ご
み
の
不
法
投
棄
、

ポ
イ
捨
て
は
犯
罪
で
す

不
法
投
棄
と

は
、
廃
棄
物
を

適
正
に
処
理
せ
ず

道
路
や
空
き
地
等

に
捨
て
る
行
為
で

す
。空
き
缶
、ガ
ム
の
包
み
紙
、

た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
軽
微

な
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
も
不
法

投
棄
に
な
り
ま
す
。

町
内
で
も
夜
間
、
人
目
に

つ
き
に
く
い
場
所
や
道
路
沿

い
、
農
地
や
水
路
、
荒
廃
地

な
ど
に
不
法
投
棄
、
ポ
イ
捨

て
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
町

で
は
、
啓
発
看
板
の
設
置
や

警
察
と
連
携
し
て
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
う
な
ど
不
法
投
棄
の

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
農
政

環
境
課
生
活
環
境
係
ま
で

自
衛
官
等
採
用
試
験
を

行
い
ま
す

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

で
は
、
次
の
と
お
り
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。

●
第
４
回
自
衛
官
候
補
生　

▽
試
験
期
日
＝
令
和
２
年

12
月
５
日
（
土
）
ま
た
は

６
日
（
日
）
▽
試
験
会
場

＝
小
倉
駐
屯
地
▽
受
験
資

格
＝
日
本
国
籍
の
18
歳
以

上
32
歳
の
人
▽
受
付
締
切

＝
11
月
26
日
（
木
）

●
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
生
徒
（
推
薦
）
▽
試
験

期
日
＝
令
和
３
年
１
月
11

日
（
月
・
祝
）
▽
試
験
会

場
＝
福
岡
駐
屯
地
▽
受
験

資
格
＝
日
本
国
籍
の
15
歳

以
上
17
歳
未
満
の
人
▽
受

付
締
切
＝
11
月
30
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
飯
塚

地
域
事
務
所
☎（
０
９
４
８
）

２
２
局
４
８
４
７
番
ま
で

給
水
装
置
の
指
定
工
事

事
業
者
を
更
新
し
ま
し
た

指
定
給
水
工
事
事
業
者
の

資
質
の
維
持
・
向
上
を
目
指

し
て
「
水
道
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
、

「
鞍
手
町
水
道
事
業
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
」
の
指
定

に
つ
い
て
令
和
２
年
９
月
30

日
よ
り
５
年
ご
と
の
更
新
制

度
が
段
階
的
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
今
回
、
次
の
事
業
者
が

該
当
し
、
指
定
の
更
新
を
行

い
ま
し
た
。

●
イ
オ
ハ
ラ
設
備
有
限
会
社

▽
住
所
＝
直
方
市
大
字
頓

野
４
０
９
９
番
地
５
▽
☎

＝
（
０
９
４
９
）
２
６
局

０
７
０
７
番

●
株
式
会
社
髙
野
工
務
店
▽

住
所
＝
北
九
州
市
八
幡
西

区
岩
崎
１
丁
目
１
番
11
号

▽
☎
＝
（
０
９
３
）
６
１

７
局
６
５
１
１
番

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下

　

くらしの情報

のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【９月中】 【累　計】
件 数   5 件（－15） 件 数 244 件（－15）

死 者 00人（±10） 死 者 220人（±10）

傷 者   7 人（－15） 傷 者 54 人（－19）

直方警察署管内での犯罪発生状況
【９月中】 【累 計】

（かっこ内は前年比）

● とき　11月11日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　中間市中央公民館（中間市蓮花寺）
● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

巡回
交通事故

相談

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！
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　 休日の夜間の体調不良は
急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

休日
在宅医

直方鞍手医師会ホームページよりご確認
いただけます。
http://chokuan-medical.jp/
touchoku/touchoku.cgi

刑法犯総数 56 件（＋ 3） 刑法犯総数 417 件（－82）

車上ねらい 2 件（－ 6） 車上ねらい 14 件（－ 7）

部品ねらい 1 件（± 0） 部品ねらい 7 件（－ 1）

住居対象侵入窃盗 5 件（＋ 1） 住居対象侵入窃盗 55 件（+24）
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水
道
課
上
水
道
工
務
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
75

歳
以
上
の
人
が
対
象
と
な
る

医
療
保
険
制
度
で
す
。
75
歳

の
誕
生
日
以
降
は
、
現
在
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
か

か
わ
ら
ず
、
後
期
高
齢
者
医

療
へ
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
12
月
に
75
歳
を
迎
え

る
人
（
昭
和
20
年
12
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
に
は
、
11
月
中
旬

に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

を
特
定
記
録
で
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

12
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
30
年
12
月
２
日
か
ら
昭

和
31
年
１
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
）
に
介
護
保
険
証
を

次
の
と
お
り
交
付
し
ま
す
。
将

来
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と

き
や
介
護
認
定
の
申
請
の
と

き
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

11
月
25
日

（
水
）、
26
日
（
木
）
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
（
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権

課
高
齢
者
支
援
係
窓
口

●
必
要
な
も
の　

交
付
案
内

の
通
知
書
類
、
印
か
ん
、

取
り
に
来
る
人
の
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
等
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
高
齢
者
支
援
係
ま
で

国
勢
調
査
へ
の
ご
回
答

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

10
月
１
日
に
行
わ
れ
た
国

勢
調
査
で
は
、
ご
回
答
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
調

査
結
果
は
、
福
祉
や
雇
用
、

住
宅
対
策
、
防
災
計
画
な
ど
、

国
や
都
道
府
県
、
市
町
村
が

こ
れ
か
ら
の
行
政
を
考
え
て

い
く
う
え
で
の
大
切
な
資
料

と
な
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
か

さ
れ
ま
す
。
年
齢
別
人
口
や

世
帯
の
状
況
な
ど
の
デ
ー
タ

は
、
令
和
３
年
度
以
降
に
公

表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
統
計
調
査
の
精
度

向
上
を
目
的
に
、
指
導
員
が

調
査
内
容
の
確
認
の
た
め
ご

連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
政
策

推
進
課
政
策
係
ま
で

令
和
３
年
経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

経
済
セ
ン
サ
ス－
活
動
調

査
は
、
す
べ
て
の
事
業
所
・

企
業
を
対
象
に
、
令
和
３
年

６
月
に
実
施
し
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
産
業
構
造
を
包
括

的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
政
府
の
重
要
な

調
査
で
、「
統
計
法
」
に
基
づ

い
た
報
告
義
務
の
あ
る
基
幹

統
計
調
査
で
す
。

調
査
を
正
確
か
つ
円
滑
に

実
施
す
る
た
め
、
支
社
等
を

有
す
る
企
業
の
本
社
あ
て
に
、

10
月
下
旬
か
ら
順
次
「
企
業

構
造
の
事
前
確
認
票
」
を
郵

送
し
て
い
ま
す
。
印
字
さ
れ
て

い
る
内
容
を
確
認
し
て
、
ご
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
政
策

推
進
課
政
策
係
ま
で

次
の
方
か
ら
寄
付
（
香
典

返
し
）
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
か
っ
こ
内
は
故
人
。
故
人
敬

称
略
）。

●
介
護
老
人
保
健
施
設　

鞍

寿
の
里
へ

▽
池
田
健
治
様
＝
中
山
（
カ
ズ

ヱ
）

愛の
贈
り
も
の

くらしの情報

STOP‼
子ども虐待

11月は児童虐待防止推進月間です
子どもの虐待は、子どもの成長・発達に悪影響を与えます。

子ども虐待は以下の４つのタイプに分けることができます。
また、しつけとは異なるものです。

① 身体的虐待

・なぐる、ける、やけどを
負わせるなど

② ネグレスト（育児放棄）

・食事を与えない
・子どもを登校させない

③ 心理的虐待
・言葉での脅し、子どもの

前での DV など

④ 性的虐待
・子どもへの性的行為や性

的行為を見せるなど

児童虐待の通告は全ての国民に課せられた義務です‼

　すべての国民に虐待が疑われる子どもを発見したときや
次のようなサインに気づいたときは、役場や児童相談所へ
連絡する義務があります。
● 子どもからのサイン　▷衣服やからだがいつも汚れてい

る▷不自然な傷や打撲のあとがある▷けがが続いている
▷夜遅くまでひとりで家の外にいるなど

● 保護者からのサイン　▷子育てに拒否的・無関心▷子ど
ものケガについて説明が不自然など

※サインに気づいた場合は、関係機関などが保護者に事情
を聞いたり、写真を撮ることがあります。

● 問い合わせ　▷子育てに関する相談窓口＝役場福祉人
権課児童人権係又は総合福祉センター保健棟又は嘉穂・
鞍手保健福祉環境事務所家庭児童相談室☎（０９４９）
２３局２０２８番まで▷虐待かと思ったら＝宗像児童相
談所☎（０９４０）３７局３２５５番又は全国共通ダイ
ヤル１８９番まで

子ども虐待防止
オレンジリボン運動

子どもの生命にかかわるとき、緊急性が高いときは 110 番へ


